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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。

■ 会場／三股町立文化会館 
　 〒889‒1901 宮崎県北諸郡三股町大字樺山3404‒2
■ 企画･製作／きどあいらく企画
■ 主催／三股町･三股町教育委員会
■ お問い合わせ、チケット取扱／
　 三股町立文化会館 ℡0986‒51‒3462
　 https://bunka.town.mimata.lg.jp

笑って元気に！三股にマギー司郎がやってくる！

一　般 3,000円
 （当日3,500円）
大学生以下 2,000円
 （当日2,500円）
ペ　ア 5,000円
 （前売りのみ）

マギー憲司

開演14：00～
（開場は開演の30分前）

マギー司郎の

2018年

9月2日(日) 
料　金

※未就学児入場不可※電話予約可
※ＷＥＢ予約可
（三股町立文化会館WEBサイト）
※大学生以下＝入場の際「学生証」の
提示をお願いすることがあります
※前売りにて完売の場合「当日券」
　は販売しないことがあります

おしゃべり
マジック!
with斉藤京子ものまね七変化

斉藤京子

全席指定席
チケット販売開始
6月30日（土）
14時00分

6 〜体を動かして自然を感じよう〜
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チャレンジ！
ノルディックウォーキング

かつら  たけまる
鹿児島県鹿屋市出身　
平成５年真打昇進　
NHK 新人大賞受賞

２
０
１
８

せきせきてい  しんたろう
東京都杉並区出身　
平成 22 年真打昇進

たちばなの えんまん
東京都台東区出身　
平成 28 年真打昇進

昔
々
亭 

慎
太
郎

桂 

竹
丸
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圓
満

さんしょうてい  かりゅう
東京都府中市出身　
平成 22 年真打昇進

三
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笑
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落
語

熟
練
し
た
話
芸
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

落
語
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
お
届
け
し
ま
す

文化庁委託事業「平成 30 年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」
主催：文化庁、公益社団法人 落語芸術協会
制作：公益社団法人 落語芸術協会　　開催協力：三股町・三股町教育委員会

開場╱ 18：00 　開演╱ 18：30
●木戸銭　1,000 円（全席自由席）

会場　三股町立文化会館
宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404番地 2
開催協力　三股町・三股町教育委員会
お問い合せ　0986-51-3462
https://bunka.town.mimata.lg.jp

6月23日（土） 　

三股町立文化会館 TEL51-3462／みやこのじょう子ども劇場 TEL25-6477
※電話予約・WEB予約できます https://bunka.town.mimata.lg.jp

チケット取扱・問い合わせ

①10：15開場 10：30開演
②18：15開場 18：30開演

大人 1,000円（当日1,200円）
3歳～高校生 500円（当日700円）チケット

（公演時間60分）

■講師／永山智行
（劇作家・演出家。劇団こふく劇場代表）
■受講期間／平成30年7月～平成31年1月（12回）
　1回目／7月10日(火) ７回目／10月２日(火） 
　2回目／7月16日(月・祝) ８回目／10月16日(火)
　3回目／7月31日(火) ９回目／10月30日(火)
　4回目／8月７日(火) 10回目／11月20日(火)
　5回目／9月４日(火) 11回目／12月18日(火)
　6回目／9月19日(水) 12回目／31年1月16日(水)
　※時間は19：00～21：30になります。
■応募資格／高校生以上
■定員／６名程度（先着順）
■参加費／無料
■申し込み方法／
　 ①住所②氏名③年齢④電話番号を記入の

上、電話・FAXでお申し込みください。
※ 文化会館窓口または、文化会館ホームペ

ージに参加申込書がございます。
※高校生の方は、保護者の同意が必要になります。
■申込期間／平成30年6月30日（土）まで

戯曲講座「せりふ書いてみる？」　受講生募集のお知らせ！

「戯曲」とは、演劇の台
本のことです。
実際に「せりふ」を書き
最終的には短い「戯曲」
を一本、書き上げること
をめざします。
この講座で「戯曲」のお
もしろさを体験してみま
せんか？
経験は問いません、お気
軽にお申し込み下さい。

三股町立文化会館自主文化事業
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

１
９
３
０
年
代
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選

手
が
、夏
の
間
の
体
力
維
持
や
強
化
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て
行
っ
た「
ス
キ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、専
用

の
ポ
ー
ル
を
使
い
、
ポ
ー
ル
で
地
面
を
交

互
に
押
し
な
が
ら
歩
く
新
し
い
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。こ
の
ポ
ー
ル
で

"

地
面
を
押
す
〟
と
い
う
動
作
が
、
通
常
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
な
い
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。

こ
の
運
動
が
加
わ
る
こ
と
で
、
下
半
身

中
心
の
運
動
が
上
半
身
も
含
め
た
全
身
運

動
へ
と
変
わ
り
、効
果
的
な
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

運
動
に
な
り
ま
す
。

年
齢
や
性
別
に
関
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
運
動
を
し
て
こ
な
か
っ
た
人
で
も
無

理
な
く
始
め
ら
れ
、生
涯
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。ま
た
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
基
本
と

な
っ
て
い
る
た
め
、誰
で
も
簡
単
に
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
く
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
効
果
的
な“

有
酸
素
運

動”
と
し
て
、下
半
身
だ
け
で
な
く
上
半
身

も
含
め
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
運
動
と
な
り
ま

す
。ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
足
首
、
膝
、

腰
な
ど
の
下
半
身
に
か
か
る
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、そ
の
人
の
体
力
レ
ベ
ル
や
目
的
に
合
わ

せ
て
効
果
的
に
運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

チャレンジ！ ノルディックウォーキング

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
特
徴

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

体
験
し
て
み
よ
う
！

ノルディックウォーキングを行う前
に服装をチェック

歩き方のポイント 始める前にしっかり準備運動いざ出発。水分補給を忘れずに終わった後は体操で体を
ほぐしましょう

　
「
２
本
の
ポ
ー
ル
で
地
面
を
押
す
」運
動

で
、
体
の
90
％
相
当
の
筋
肉
を
活
動
さ
せ
、

通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
比
較
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
を
20
％
程
度
引
き
上
げ
ま

す
。通

常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
比
較
す
る
と
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
筋
肉
活

動
が
増
え
る
た
め
、
カ
ロ
リ
ー
消
費
率
が

通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
１
時
間
当
た
り

２
８
０kcal

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
の
に

対
し
、１
時
間
当
た
り
約
４
０
０kcal

を
燃

焼
し
ま
す
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け

る
こ
と
で
、心
肺
機
能
が
向
上
し
、血
液
の

循
環
が
良
く
な
り
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化

な
ど
の
生
活
習
慣
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
・
筋
肉
や
骨
、関
節
な
ど
の
障
害

で
移
動
機
能
が
低
下
す
る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
・
認
知
症
の
予
防
と
改
善
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ポ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
で
、膝
の
関
節

や
脊
髄
へ
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

ま
た
、
肩
や
首
な
ど
の
筋
肉
の
緊
張
を

和
ら
げ
、
肩
凝
り
や
腰
痛
の
防
止
と
改
善

に
つ
な
げ
ま
す
。ポ
ー
ル
で
地
面
を
押
す
こ

と
で
、背
筋
を
伸
ば
す
形
と
な
り
、正
し
い

歩
行
姿
勢
が
自
然
に
で
き
ま
す
。

ポ
ー
ル
使
用
は
、バ
ラ
ン
ス
の
保
持
や
転

倒
防
止
に
な
り
、ケ
ガ
や
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ

と
し
て
も
効
果
的
で
す
。

❶�

下
半
身
だ
け
で
な
く
腕
も
使
う
こ
と
で

全
身
運
動
に
な
り
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
が
平
均
で
２
割
高
い

❷��

膝
や
腰
関
節
へ
の
負
担
が
減
少
す
る

❸�

通
常
歩
行
よ
り
楽
に
感
じ
る（
主
観
的

運
動
強
度
の
低
下
）

❹
４
足
歩
行
の
た
め
転
倒
し
に
く
く
な
る

❺�

ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
背
筋
が
伸
び
、

姿
勢
が
正
さ
れ
る

❻�

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
、
認
知
症

予
防
、介
護
予
防
の
効
果
が
大
き
い

　
「
歩
い
て
み
よ
う
か
な
ぁ
」と
思
っ
て
も
、

な
か
な
か
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
と
き
、
誰
か
に「
一

緒
に
歩
い
て
み
な
い
？
」と
背
中
を
押
さ
れ

る
と
、気
楽
に
第
一
歩
を
踏
み
だ
せ
る
も
の

で
す
。逆
に
、「
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
誰
か
を
誘
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

歩
く
と
い
う
運
動
は
、
仲
間
が
い
な

く
て
も
で
き
る
こ
と
で
す
が
、
一
人
で

で
き
な
い
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
で
、
三
日
坊
主
で
終
わ
ら
せ
な
い
コ

ツ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、
脳
を
若
返

ら
せ
る
う
え
で
も
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
仲
間
が
い
れ
ば
、

自
分
だ
け
途
中
で
や
め
に
く
く
な
り
ま
す
。

同
じ
こ
と
で
も
仲
間
と
や
っ
て
い
る
と
、励

み
に
な
り
ま
す
。な
に
よ
り
仲
間
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

ひ
と
り
だ
っ
た
ら
、そ
の
ま
ま
や
め
て
し
ま

う
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
が
、
仲
間
が
い

れ
ば
、一
緒
に
楽
し
む
こ
と
で
や
る
気
を
後

押
し
し
て
く
れ
ま
す
。そ
れ
で
、「
ど
う
し

よ
う
か
な
ぁ
」
と
い
う
迷
い
が
消
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
町
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
健
康
づ
く
り
や
多
世

代
交
流
の
き
っ
か
け
作
り
な
ど
を
目
的
に

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
各
地
域
で
自
主
的
な
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
活
動
の
輪

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。次
の
ペ
ー
ジ
で

そ
の
活
動
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
通
常

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
の
比
較

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

仲
間
が
い
れ
ば
や
る
気
が
出
て
く
る

Nordic walking
歩
く
こ
と
は
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
安
全
に
で
き
る

運
動
で
す
。特
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
腕
を

使
う
た
め
全
身
運
動
と
な
り
、
健
康
づ
く
り
に
は
最
適
で

す
。そ
こ
で
今
回
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

魅
力
や
効
果
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
然
の
中
を
歩
け
ば
発
見
が
あ
り
、
素
敵
な
仲
間
に
も

出
会
え
ま
す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

〜体を動かして自然を感じよう〜

ポールはノルディックウォーキ
ング用とポールウォーキング用
とがあります。体力や目的に
合ったポールを選びましょう。
まずはインストラクターに相談
してください。長時間歩行に適
した専用ポールはスポーツ用
品店などで販売されています。
ポールは伸縮のできる製品を
選び、その日の体調に合わせ
て調節します。

ポールはどのようなものを
使えば良いの？

❶❷❸❹❺

ストラップの
下から手を入
れて持つ

動きやすい
服装で

晴天のときは
帽子が必要

ポールは握っ
たときに肘が
90度になるよ
う長さを調節

あごを引いて
視線はまっす
ぐ

ポールを後ろ
に押し出すよ
うに

背筋を伸ばす
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宮田池

前山池

みまたよかもんや

三股町立文化会館

三股町役場

矢ヶ渕公園

ひかりの森
こども園

三股駅

都城東高

正信寺

梶山小

メディカルシティ
東部病院

三股中

椎八重公園

長田峡

長田小

長田簡易郵便局

宮田池

前山池

三股町立文化会館三股町立文化会館
ひかりの森
こども園

上米公園

轟木集落センター

大野農村広場

仮屋農村広場

上米公園

早馬公園

第4地区分館

西部地区体育館

元気の杜

植木公園

前目自治公民館

旭ヶ丘運動公園

場所／前目自治公民館
教室開催日
毎月第３月曜日午後1時30分から
内容
日常的な活動を行う自主グ
ループを立ち上げている。

チャレンジ！ ノルディックウォーキング

各地区でノルディックウォーキングの教室が開
催されています。町内を散策しながら、健康づく
りに取り組みましょう

上米地区コースの一例

場所／第4地区分館
教室開催日
毎月第３水曜日午前10時45分から
内容
足もと元気教室後に実施、月１
回の教室を行いながら、日常的
な活動を行う自主グループを
立ち上げている。

場所／轟木集落センター
教室開催日
毎月第２水曜日午前11時から
内容
３つの自治公民館が交代して、
当番制で開催している。
グランドゴルフ後に開催して
いて、参加者も多い。

場所／旭ヶ丘運動公園
教室開催日
毎月第３水曜日午後1時30分から
内容
日常的な活動を行う自主グ
ループを立ち上げていて、介護
予防の足もと元気教室の後に
開催している。

場所／上米公園
教室開催日
毎月第１月曜日午前10時から
内容
昨年の11月から始まり、定期
的に開催している。参加者の年
齢が幅広い。

場所／仮屋農村広場
教室開催日
毎月第２水曜日午前11時から
内容
３つの自治公民館が交代して、
当番制で開催している。
グランドゴルフ後に開催して
いて、参加者も多い。

場所／早馬公園
教室開催日
毎週月、木曜日
内容
古民家である小倉邸で実施し
ている。指導者の資格を持つメ
ンバーを中心に活動。貸し出し
用ポールも用意している。

場所／元気の杜
教室開催日
毎週木曜日10時から
内容
公認インストラクターの指導
のもとで実施している。月１回
は町内コースを巡回していて、
町外在住の人でも参加可能。

場所／大野農村広場
教室開催日
毎月第２水曜日午前11時から
内容
３つの自治公民館が交代して、
当番制で開催している。
グランドゴルフ後に開催して
いて、参加者も多い。

場所／町西部地区体育館
教室開催日
毎月第１金曜日午後1時30分から
内容
月１回の教室を行いながら、日
常的な活動を行う自主グルー
プを立ち上げている。

場所／植木公園
教室開催日
毎週木曜日午後2時30分から
内容
地域住民が中心となり、定期的
に開催している。

体を動かして自然を感じよう

前目地区

ノルディック
ウォーキング教室
開催地区ＭＡＰ

山王原地区

梶山地区

上米地区

中央地区

東原地区

東植木地区

轟木地区

仮屋地区

大野・大八重地区

三原地区

長田峡・椎八重公園方面

季節などにより、場所や開催日時が変更になる場合もあります。詳しくはお問い合わせください。　問い合わせ先＝町地域包括支援センター ℡ 52−8634 ／町社会福祉協議会 ℡ 52−1246広報みまた 2018.65 4PublicRelations



好
評
の

オ
ル
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
第
２
弾

　
「
三
股
町
今
昔
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
さ
る
か
ん
ね
」の
第
２
弾
が
完

成
し
ま
し
た
。こ
の
冊
子
は
、県
が
実
施
す

る「
地
域
と
家
族
の
絆き

ず
な

力り
ょ
く

事
業
」の「
防
災

の
た
め
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
」の
助
成
を
受
け
て
作
成
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
避
難
場
所
が
イ
ラ
ス
ト
入
り

で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
皆
さ
ん

が
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
る
よ
う
自
然
や
風

景
、歴
史
や
文
化
な
ど
の
見
ど
こ
ろ
も
各

所
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、モ
デ
ル
地
区
の
公
民
館
関
係

の
皆
さ
ん
と
も
協
力
し
、
地
域
に
ま
つ
わ

る
話
や
伝
説
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。第
１
弾
は
長
田
・
梶
山
・
山

王
原
地
区
で
し
た
が
、
今
回
は
二
地
区
・

三
地
区
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。マ
ッ
プ

は
、
役
場
、
図
書
館
や
社
会
福
祉
協
議
会

（
元
気
の
杜
）、な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。 

　

ぜ
ひ
マ
ッ
プ
を
片
手
に
町
内
散
策
に
で

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
が
習
慣
化
し
続

け
て
い
る
人
は
、「
孫
と
一
緒
に
遊
ぶ
た
め
」

「
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
、旅
行
に

行
く
た
め
」と
、運
動
の
先
に
楽
し
み
や
目

的
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
健
康
の
た
め
」と
が
ん
ば
り
過
ぎ
て
し

ま
う
と
途
中
で
挫
折
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
、
無
理
を
せ
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
合

わ
せ
て
楽
し
く
歩
く
こ
と
の
方
が
大
切
な

は
ず
で
す
。

健
康
づ
く
り
で
大
切
な
の
は
、
運
動
の

「
量
」で
は
な
く「
質
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
い
え
ば
、「
歩
数
よ
り
も

効
果
の
あ
る
正
し
い
歩
き
方
を
し
て
い
る
か

ど
う
か
」が
大
事
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ポ
ー
ル
を
持
つ
こ
と
か
ら
始
ま
る
健
康

の
維
持
や
体
力
作
り
。そ
れ
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

ま
た
ポ
ー
ル
は
転
倒
予
防
や
認
知
症
予

防
の
道
具
と
し
て
、
介
護
予
防
の
場
で
も

力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
は
、
今
後
ま
す
ま
す
進
ん

で
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら

高
齢
者
が
元
気
で
ま
ち
を
支
え
る
活
力
と

な
る
こ
と
、
介
護
、
福
祉
、
子
育
て
支
援
、

ま
ち
づ
く
り
や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
地
域
で
の
主
役
に

な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
く
る
は
ず
で
す
。

何
歳
に
な
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
地
域
づ

く
り
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
、
新
た
な
生

き
が
い
や
居
場
所
づ
く
り
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

１
０
０
歳
ま
で
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と

も
不
可
能
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
あ
、
ポ
ー
ル
を
手
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

そ
の
先
に
は
、き
っ
と
目
に
見
え
る
変
化

や
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
が
待
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。

そ
の
思
い
が
地
域
か
ら
ま
ち
全
体
へ
広

が
っ
て
い
け
ば
、こ
の
ま
ち
は
も
っ
と
元
気

に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

10
数
年
ほ
ど
前
か
ら「
魅
力
を
体

験
し
て
欲
し
い
」
と
願
い
、
普
及
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。最
近
で
は

ま
ち
全
体
へ
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。自
然
の

中
を
楽
し
く
歩
き
、
健
康
の
維
持
や

体
力
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。老
若
男

女
問
わ
ず
お
薦
め
で
す
。ポ
ー
ル
の

魔
力
を
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

指導者の声

昨
年
、指
導
者
の
資
格
を
取
得
し
、

活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
や
自
分
の
足
で
歩
き
続
け

る
こ
と
が
こ
の
取
り
組
み
の
狙
い
だ

と
思
い
ま
す
。歩
き
な
が
ら
互
い
に

世
間
話
を
す
る
こ
と
で
脳
の
活
性
化

に
も
繋
が
り
ま
す
。一
人
で
も
手
軽

に
始
め
ら
れ
ま
す
が
、
初
心
者
の
人

は
、一
度
講
習
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

正
し
い
基
本
動
作
を
丁
寧
に
お
伝
え

し
ま
す
。

こ
の
事
業
が
始
ま
っ
た
１
年
ほ
ど

前
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。身
近
な

場
所
で
も
、
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み
る

と
、
気
づ
か
な
か
っ
た
地
域
の
歴
史

に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た

運
動
効
果
を
実
感
で
き
た
今
で
は
、

毎
朝
の
散
歩
で
も
ポ
ー
ル
を
活
用

し
、
膝
の
痛
み
も
改
善
さ
れ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。今
後
も
健
康
維
持
の

た
め
に
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

参加者の声

地
域
の
人
と
集
ま
っ
て
み
ん
な
で

お
話
を
し
な
が
ら
歩
く
の
は
、一
人

の
と
き
と
は
、
ま
た
違
っ
た
楽
し
さ

が
あ
り
ま
す
。長
田
地
区
で
は
、ポ
ー

ル
を
手
作
り
し
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
以
外
に
も
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
が
披

露
さ
れ
た
り
、
毎
回
趣
向
を
凝
ら
し

た
工
夫
が
あ
り
ま
す
。長
く
元
気
に

歩
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、こ
れ
か

ら
も
で
き
る
だ
け
参
加
し
ま
す
。

中央地区に参加
田

た

中
な か

光
み つ

寛
ひ ろ

さん
（東原在住）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加

し
て
い
る
皆
さ
ん
に
話
を
聴
く
と
、そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
な
り
の
魅
力
を
見
つ
け
続
け
て

い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
歩
く
の

に
自
信
が
つ
い
た
」「
今
度
は
ど
ん
な
コ
ー

ス
を
歩
く
の
か
楽
し
み
」「
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
て
仲
間
が
増
え
た
」「
屋
外
の
活
動

な
の
で
気
軽
に
参
加
し
や
す
い
」「
季
節
の

移
ろ
い
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
」
な
ど
な
ど
。

初
め
て
の
人
で
も
資
格
を
持
つ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。効
果
的
な
運
動
と
し
て
長
く
続

け
て
い
く
た
め
に
、正
し
い
動
作
を
学
ぶ
こ

と
は
、大
切
な
こ
と
で
す
。ま
ず
は
一
歩
を

踏
み
出
せ
ば
、き
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
さ

に
気
づ
く
は
ず
で
す
。

楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

災
害
の
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。安
全
な
場

所
ま
で
歩
い
て
避
難
で
き
る
よ
う
な
体
力

づ
く
り
や
途
中
経
路
の
確
認
が
で
き
る
こ

と
。地
域
を
歩
く
こ
と
で
、地
域
の
危
険
箇

所
や
安
全
な
場
所
を
把
握
す
る
こ
と
に
も

繋
が
り
ま
す
。ま
た
、活
動
時
間
に
よ
っ
て

は
子
ど
も
の
登
下
校
時
の
見
守
り
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
地
域
の
防
犯
に
も
役
立
ち

ま
す
。

Nordic walking

楽
し
み
な
が
ら
の
一
歩
一
歩
が

や
が
て
ま
ち
の
活
力
に
つ
な
が
る

上級インストラクター
遠
と お

矢
や

雄
ゆ う

二
じ

郎
ろ う

さん
（仲町在住)

大野・大八重地区に参加
河
か わ

野
の

ヨ ネさん
（大野在住）

インストラクター
鎌
か ま

田
だ

淳
じゅん

一
い ち

郎
ろ う

さん
（花見原在住)

自
分
な
り
の
や
り
が
い
で
、地
域
へ
貢
献

地域の協力で手作りのポールを作成初心者向けの講習も随時実施

オリジナルマップを作るために検討を重ねる新緑の中を快調に進む

広報みまた 2018.67 6PublicRelations



町教育研究所員の皆さん

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

親子で落語を楽しもう～図書館寄席～ 図
書
館
内
で
は
、
子
ど
も
の
年
齢
別
に

お
す
す
め
本
を
紹
介
す
る
展
示「
本
と
い
っ

し
ょ
に
お
お
き
く
な
～
れ
」や
、図
書
館
員
が

今
ま
で
に
読
み
聞
か
せ
を
し
た
絵
本
の
展
示
、

カ
ー
ド
に
お
す
す
め
本
の
紹
介
文
を
書
い
て

貼
る「
み
ん
な
の
す
き
な
本
あ
つ
ま
れ
」コ
ー

ナ
ー
を
作
り
ま
し
た
。ま
た
、初
め
て
の
試
み

と
し
て
、読
ん
だ
本
の
記
録
を
書
け
る「
子
ど

も
読
書
手
帳
」を
作
成
し
、希
望
者
に
配
布
し

ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、図
書
館
や
読

書
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
た
週
間
に
な
り
ま

し
た
。

６
月
20
日（
水
）～
６
月
28
日（
木
）
ま
で
、

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。返
却
本
は

返
本
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、開
館

し
て
か
ら
窓
口
へ
直
接
返
却
を
お
願
い
し

ま
す
。長
期
の
休
館
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

５
月
３
日
、「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト･

ト
ロ
ン

ボ
ー
ン･

カ
ル
テ
ッ
ト
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
本
町
出
身
の
今い

ま

村む
ら

岳た
け

志し

が

率
い
る
、東ひ

が
し

川か
わ

暁あ
き

洋ひ
ろ

、廣ひ
ろ

田た

純じ
ゅ
ん

一い
ち

、佐さ

藤と
う

敬け
い

一い
ち

朗ろ
う

の
東
京
藝
術
大
学
出
身
の
四
人
で
す
。ク

ラ
シ
ッ
ク
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
芝
居
に
も
挑
戦
し
て
い
る
彼
ら
。毎

年
、
コ
ミ
カ
ル
な
劇
と
音
楽
を
交
え
た
音
楽

劇
で
、
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
ス
テ
ー
ジ
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト･

ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ク
エ
ス
ト
」と
題
し
、メ
ン
バ
ー
が
世
界
の

音
楽
を
求
め
て
冒
険
す
る
物
語
で
し
た
。

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
』『
赤
と

ん
ぼ
』な
ど
６
カ
国
の
曲
が
演
奏
さ
れ
、劇
の

中
で
曲
の
背
景
を
学
び
な
が
ら
、
よ
り
深
く

曲
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
公
演
と
な
り
ま

し
た
。観
客
は
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
一

日
、
四
つ
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
紡
ぎ
出
す
音

色
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

６
月
23
日（
土
）、「
爆
笑〝
落
語
〟四
人
会

２
０
１
８
」が
行
わ
れ
ま
す
。

出
演
は
、桂

か
つ
ら

竹た
け

丸ま
る

、三さ
ん

笑し
ょ
う

亭て
い

可か

龍り
ゅ
う、昔せ
き

々せ
き

亭て
い

慎し
ん

太た

郎ろ
う

、
橘

た
ち
ば
な

ノの

圓え
ん

満ま
ん

の
四
人
。熟
練
さ
れ
た

話
芸
で
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
江
戸
落
語
の

魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
お
届
け
し
ま
す
。

入
場
料
は
真
打
四
人
の
落
語
会
と
し
て
は
、

と
て
も
お
得
な
千
円
！�

こ
の
機
会
に
気
軽

に
落
語
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

７
月
１
日（
日
）、人
形
劇
団「
む
す
び
座
」

に
よ
る
劇『
だ
っ
て
だ
っ
て
の
お
ば
あ
さ
ん
』

が
行
わ
れ
ま
す
。「
む
す
び
座
」は
、１
９
６
７

年
に
名
古
屋
で
結
成
し
て
創
立
50
周
年
目
を

迎
え
る
劇
団
で
、全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

上
演
作
品
は
、
40
年
間
愛
さ
れ
続
け
て
い

る
佐さ

野の

洋よ
う

子こ

の
名
作
で
、
お
ば
あ
さ
ん
と
ネ

コ
の
物
語
。３
歳
か
ら
楽
し
め
る
人
形
劇
を

親
子
で
観
劇
し
ま
せ
ん
か
？

公
演
情
報
は
本
紙
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
23
日
～
５
月
12
日
は
、
子
ど
も
の
読

書
週
間
で
し
た
。期
間
中
は
、子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
読
書
に
親
し
め
る
よ
う
に
、さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、４

月
22
日
に
は
、「
こ
ど
も
の
た
め
の
と
し
ょ
か

ん
寄
席
」を
開
催
。ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
の
柱は
し
ら

大だ
い

輔す
け

さ
ん
、
柱は
し
ら

黒こ
く

ま
ろ
さ
ん
が
古
典
落
語
を

演
じ
、多
く
の
親
子
連
れ
が
観
覧
し
ま
し
た
。

『
じ
ゅ
げ
む
』『
ひ
ら
ば
や
し
』『
ほ
り
の
う
ち
』

な
ど
、
落
語
の
お
も
し
ろ
さ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
演
目
で
、
会
場
に
は
笑
い
声
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。合
わ
せ
て
、落
語
に
関
す

る
絵
本
・
児
童
書
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
に
入
っ
て
、借
り

る
本
の
手
続
き
を
行
う「
か
し
だ
し
体
験
」や
、

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
で
き
る「
い
ち
に
ち

と
し
ょ
か
ん
い
ん
」を
行
い
ま
し
た
。「
い
ち
に

ち
と
し
ょ
か
ん
い
ん
」に
は
二
人
の
小
学
生
が

参
加
し
、窓
口
で
利
用
者
の
資
料
貸
し
出
し・

返
却
手
続
き
や
図
書
を
本
棚
に
戻
す
作
業
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

トロンボーンコンサート本番の様子

やってみよう！いちにちとしょかんいん

「だってだってのおばあさん」公演の様子

外国語指導助手のコーナー

山
は
最
高
！

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
姉
が
は
る
ば

る
ア
メ
リ
カ
か
ら
遊
び
に
来
た
の
で
、
一

緒
に
宮
崎
県
と
鹿
児
島
県
を
観
光
し
ま
し

た
。
霧
島
山
、
桜
島
や
開
聞
岳
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
山
を
見
ま
し
た
。皆
さ
ん
は
山

が
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
知
っ
て
い
ま
す

か
？
ち
ゃ
ん
と
感
謝
し
て
い
ま
す
か
？
山

が
近
く
に
あ
る
な
ん
て
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
私
の
出
身
地
に

は
山
が
一
つ
も
な
く
、
一
番
近
い
山
は
車

で
約
13
時
間
か
か
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の

で
、
私
が
山
を
初
め
て
見
た
の
は
16
歳
の

と
き
で
し
た
。家
族
と
一
緒
に
ア
メ
リ
カ

西
部
の
コ
ロ
ラ
ド
州
を
運
転
し
て
い
た
と

き
、
ロ
ッ
キ
ー

山
脈
が
か
す

か
に
地
平
線
に
現
れ
ま
し
た
。「
山
だ
！
」

と
母
は
叫
ん
で
、
み
ん
な
で
大
騒
ぎ
に
な

り
ま
し
た
。そ
の
と
き
ま
で
、山
と
同
じ
ぐ

ら
い
大
き
な
も
の
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。ま
る
で
絵

に
描
い
た
よ
う
な
山
だ
っ
た
の
で
、
本
物

だ
と
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な

き
れ
い
な
絶
景
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。今
、毎
日
ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら

山
が
見
え
た
り
、
山
道
を
運
転
で
き
る
こ

と
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。近
く
に
山

が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★健康バランス食実践のために★

● 問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

★6月の旬の食材　ピーマン、ニンニク、ウメ、ナス、トマトです（材料は全て１人分です）。

◎主菜　鶏肉とピーマンのパセリ炒め
�212㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�鶏モモ肉…80㌘、赤ピーマン…20㌘、ピーマン…30㌘、パセリ

…5㌘、●しょう油…小さじ１/2、●オイスターソース…小さじ１、
ニンニク…1/3片、油…小さじ1/2

作り方　�①鶏肉は一口大に切る。ピーマンは千切りにする。パセリはみじ
ん切りにする。ニンニクはみじん切りにする。②フライパンに油
とニンニクを入れ火にかけ、香りが立ったら肉を入れて炒める。
③●を入れ、ピーマンを入れて炒め合わせる。火を止めてパセリ
を加え、混ぜる。

◎副菜　ニラとモヤシのさっぱり和え
�18㌔㌍　塩分0.9㌘
材　料　�ニラ…20㌘、モヤシ…30㌘、梅干し…1粒、みりん…小さじ1/2
作り方　�①ニラは食べやすい大きさに切る。②鍋に水とモヤシを入れて火

にかける。沸騰したらニラを入れ、ひと煮たちしたらザルにあげ
る。③梅干しを刻み、みりんと混ぜ、水気を絞ったモヤシ、ニラ
と和える。

◎副菜　トマトとナスのみそ汁
�65㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�トマト…1/4個、ナス…1/4本、玉ネギ…1/8個、だし汁…120㍉㍑、

みそ…大さじ1/2、オリーブ油…小さじ1/2
作り方　�①ナスは薄めの半月切り、玉ネギは薄切りにする。鍋に油を入れ、

ナスと玉ネギをさっと炒め、だし汁を注ぐ。②沸騰したら、みそ
をとき入れ、ざく切りにしたトマトも加えて、沸騰直前で火を止
める。

町制施行70周年記念行事実行委員会便り
【第８回】

◎もう一品　牛乳寒天（ ミカン入り ）
�（1/8切れで）124㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�ミカンの缶詰（7号）…1個、粉寒天（４㌘）…1袋、水…250㍉㍑、

砂糖…50㌘、牛乳…330㍉㍑
作り方　�①ミカンの缶詰は果実とシロップを分ける。②鍋に水と粉寒天を入れ

火にかけ、沸騰したら火を弱め、2分加熱する。③砂糖とシロップを
加えて沸騰したら、牛乳を混ぜる。④平らな容器に流し入れ、ミカン
を散らす。⑤冷蔵庫で冷やし、固まったら切り分ける。

◎主食　ご飯
�168㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�ご飯…100㌘

町制70周年記念のオリジナル
ポロシャツを販売します！
ワンポイントのロゴがかわいいポロシャツです。

リプリー・カラリー

●
劇
を
取
り
入
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト

●
真し

ん

打う
ち

の
落
語
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

●
親
子
で
人
形
劇
を
楽
し
も
う

●�

読
書
が
楽
し
く
な
る
！�

子
ど
も
の
読
書

週
間
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

●
蔵
書
点
検
の
た
め
長
期
休
館
し
ま
す

※表示はわかりやすい分量です。

『みまたんフォトコンテスト』が終了しました
昨年開催しましたフォトコンテストの 応募数は約300枚、

投票数約2,700票。たくさんのご参加をいただくことができ
ました。誠にありがとうございました。

どの写真も『三股らしさ』を切り取った、思いの込もった
作品ばかりで、本町の魅力を再発見することができました。
今後は、月間賞の写真などを使ったカレンダーを作成します
のでお楽しみに！　　  ※次号このコーナーはお休みします

価格＝１着1,980円 
※６月１日から受付開始

【申込方法】
企画商工課窓口（町役場３階）で
必要書類に記入していただき、現
金を添えてお申し込みください

（申し込み後、約1カ月以内のお引
き渡しとなります）。

【お問い合わせ】
町観光協会事務局（企画商工課内）
☎︎52-9085

ロゴマーク

※詳しくは
「三股町観光ホームページ」→
でご確認ください。
⇒ http://www.town.mimata.lg.jp/kanko/

QRコード
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ふ
る
さ
と
の
美
し
さ
守
る

河
川
浄
化
等
推
進
員

５
月
９
日
、「
劇
団
こ
ふ
く
劇
場

（
永な

が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き

代
表
）」
が
平
成
30
年

度
県
地
域
づ
く
り
大
賞
を
受
賞
し
、

町
長
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
こ

の
賞
は
、
地
域
振
興
へ
特
に
功
績

の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ

ま
す
。同
劇
団
は
、地
元
の
小
中
高

生
な
ど
を
対
象
と
し
た
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ「
み
ま
た
座
」や
町
民

参
加
型
の
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ま
ち
ド
ラ
！
」
な
ど
、幅
広
い
年

代
の
人
々
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
を

展
開
。文
化
振
興
の
み
な
ら
ず
、創

造
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

劇
団
こ
ふ
く
劇
場

県
地
域
づ
く
り
大
賞
受
賞

永な
が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き

さ
ん

（
都
城
市
在
住
）

個
性
豊
か
な
三
股
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
い
た

だ
い
た
賞
。今
後
も
町
民
一
人
一
人
の
思
い
に
応

え
る
活
動
を
続
け
た
い

で
す
」

４
月
19
日
、
町
社
会
福
祉
協
議

会（
木
佐
貫
辰
生
会
長
）主
催
に
よ

る「
平
成
30
年
度
戦
没
者
慰
霊
祭
」

が
、
早
馬
神
社
横
の
忠
霊
塔
で
し

め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。日
清

戦
争
以
後
の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た

森も
り

虎と
ら

男お

海
軍
大
佐
ほ
か
７
６
１
柱

の
霊
を
慰
め
よ
う
と
、
遺
族
や
関

係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
。式
で

は
、
町
遺
族
協
助
白
菊
会
の
田た

中な
か

久ひ
さ

光み
つ

会
長
が
、「
皆
さ
ま
の
ご
冥
福

を
祈
り
ま
す
」
と
慰
霊
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。そ
の
後
、出
席
者
一

人
一
人
が
祭
壇
に
白
い
菊
の
花
を

献
花
。出
席
者
全
員
で
恒
久
平
和

を
祈
り
ま
し
た
。

恒
久
平
和
を
願
っ
て

戦
没
者
慰
霊
祭

４
月
11
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団（
蓬ふ

つ

原は
ら

正ま
さ

三み

本
部
長
）は
、「
平
成

30
年
度
三
股
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

結
団
式
」
を
町
武
道
体
育
館
で
行

い
ま
し
た
。こ
れ
は
、新
年
度
の
決

意
表
明
を
行
い
、
少
年
団
活
動
の

意
義
を
深
め
る
た
め
に
毎
年
開
催

さ
れ
る
行
事
で
、
町
内
20
団
体
の

団
員
約
３
６
３
人
が
参
加
。団
員

を
代
表
し
て
永な

が

井い

蒼そ
う

大た

く
ん
が
誓

い
の
言
葉
を
宣
言
し
ま
し
た
。最

後
に
、
田た

實じ
つ

夢ゆ
め

佳か

さ
ん
の
先
導
で

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
綱
領
を
全
員
で

朗
唱
す
る
と
、
団
員
た
ち
は
今
年

の
活
躍
を
誓
い
、
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

新
年
度
の
決
意
新
た
に

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

三
股
西
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

キ
ャ
プ
テ
ン

桒く
わ

畑は
た

宥ゆ
う

伸し
ん

く
ん

（
三
股
西
小
６
年
）

茨い
ば
ら

木ぎ

裕ゆ
う

一い
ち

さ
ん

（
下
新
在
住
）

「
指
導
者
や
保
護
者
な
ど
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

一
球
一
球
を
大
切
に
一
戦
必
勝
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
」

「
戦
没
者
の
思
い
、
歴
史
に
敬
意
を
払
い
ま
す
。

後
世
に
伝
え
る
た
め
に
必
要
な
行
事
で
、
続
け

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
」

６
万
本
の
ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ
で
知

ら
れ
る
椎
八
重
公
園
で
、４
月
14

日
か
ら
つ
つ
じ
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。期
間
中
、２
万
人
を
超

え
る
観
光
客
が
訪
れ
、
春
の
盛
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
つ
り
初
日
は
、
町
観
光
協
会

（
池

い
け

邉べ

美よ
し

紀の
り

会
長
）
に
よ
る「
つ
つ

じ
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
」
が
行
わ
れ
、翌
週
に
は
地
元

「
う
れ
し
座
」
の
舞
踊
披
露
で
来
場

者
を
迎
え
ま
し
た
。ま
た
、
ま
つ
り

期
間
中
、ツ
ツ
ジ
と
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

苗
木
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
、長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。配
布

が
始
ま
る
と
来
場
者
は
、
花
芽
の

つ
い
た
苗
木
を
受
け
取
り
、
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、都
城・北
諸
地
方
の
二
大

祭
と
し
て
知
ら
れ
る「
早
馬
ま
つ

り
」
は
、４
月
29
日
、早
馬
公
園
で

開
か
れ
、
約
９
０
０
０
人
の
見
物

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

神
事
の
後
、「
山
王
原
子
ど
も
み

こ
し
」を
皮
切
り
に「
中
米
の
ジ
ャ

ン
カ
ン
馬
踊
り
」、「
上
米
の
棒
踊

り
」、「
新
馬
場
の
棒
踊
り
」と
い
っ

た
郷
土
芸
能
な
ど
が
次
々
に
奉
納

さ
れ
、
見
物
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、文
化
協
会
、ど
ん
ぐ
り

会
、
早
馬
龍
雲
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
三
股
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
ス

テ
ー
ジ
を
披
露
。町
商
工
会
青
年

部
企
画
の「
ミ
マ
タ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

シ
ョ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
大

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
奉
納
行
事
と
し
て
剣

道
や
柔
道
、
弓
道
や
四
半
的
大
会

が
町
内
各
会
場
で
行
わ
れ
、
多
彩

な
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
奉
納
を
終
え
た
郷
土
芸

能
の
一
行
は
、
地
元
を
中
心
に
練

り
歩
く「
庭
も
ど
し
」
を
行
い
、三

味
線
や
太
鼓
の
音
を
町
内
に
響
か

せ
て
い
ま
し
た
。

同
日
は
、「
目
指
せ
２
０
２
０

年
！
空
港
発
、
み
や
ざ
き
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
植
栽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
題
し
て
、
町
へ
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ

ア
の
贈
呈
が
あ
り
、
苗
50
本
が
来

場
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

町
自
衛
隊
家
族
会

会
長

大
淀
川
の
支
流
で
あ
る
、
沖
水

川
流
域
な
ど
の
環
境
保
全
の
た
め
、

４
月
26
日
、町
は「
三
股
町
河
川
浄

化
等
推
進
員
」
の
委
嘱
状
交
付
式

を
行
い
ま
し
た
。本
推
進
員
は
、河

川
パ
ト
ロ
ー
ル
、
水
質
の
悪
化
や

汚
染
に
つ
な
が
る
不
法
投
棄
な
ど

の
調
査
や
報
告
、
さ
ら
に
河
川
浄

化
の
啓
発
活
動
な
ど
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。交
付
式
終
了
後
、町
内

河
川
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
ガ

ラ
ス
く
ず
な
ど
の
不
法
投
棄
の
処

理
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
任
命
さ

れ
た
８
人
の
推
進
員（
任
期
２
年
）

は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

黒く
ろ

肥ひ

地じ

貢み
つ
ぐ、

中
石
重し

げ

徳の
り、大

峰
愿す

な
お、
山
田

幸ゆ
き

夫お

、兒
玉
八は

ち

一い
ち

、
柳
橋
藤ふ

じ

雄お

、
大
﨑
利と

し

弘ひ
ろ

、大
坪
和か

ず

正ま
さ

作業風景

劇
団
こ
ふ
く
劇
場

代
表

「
平
成
30
年
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
」（
日
本
広
報
協
会
主

催
）
の
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、

『
広
報
み
ま
た
』昨
年
３
月
号
が
、

組
み
写
真
部
門
で
入
選
し
ま
し

た
。同
部
門
で
は
、初
め
て
の
受

賞
で
す
。　
　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
各
都
道

府
県
で
特
選
を
受
賞
し
た
自
治

体
が
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
、

広
報
紙
、
広
報
写
真
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

本
紙
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
特

選
を
２
回
、入
選
を
７
回（
う
ち

総
務
大
臣
賞
１
回
、読
売
新
聞

社
賞
３
回
）
の
受
賞
を
果
た
し

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、町
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
み
、
伝

わ
り
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

広
報
み
ま
た

全国入選に輝いた『広報みまた平成29年3月号』

「
祖
父
母
と
一
緒
に
来
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た

苗
木
を
持
ち
帰
り
、
自
分
で
育
て
る
の
が
楽
し

み
で
す
」

鹿
児
島
県

伊
佐
市
か
ら
来
場

奥お
く

平ひ
ら

　
樹い
つ
き

さ
ん

つ
つ
じ
ま
つ
り
に
２
万
人

早
馬
ま
つ
り
に
９
０
０
０
人

つ
つ
じ
・
早
馬
ま
つ
り

上米棒踊り

ブーゲンビリア贈呈式

中米ジャンカン馬踊り

「うれし座」の舞踊披露

シャクナゲの苗木を無料配布

三
股
の
春
真
っ
盛
り
！

山王原こどもみこし
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予想されますので、余裕をもってお越
しください。
■今回の現況届の対象受給者＝
中学生以下の児童を養育している人
※�対象者には、６月上旬に現況届の
書類を郵送します。

※�６月１日(金)以降、本町から転出
する人も届け出が必要です。

※�公務員の場合は勤務先で手続きを
してください。

■受付期間＝
６月11日（月）～ 15日（金）　
※�都合の悪い人は福祉課窓口で６月
30日（土曜・日曜を除く）までに必
ず手続きをしてください。

■受付時間＝
　�６月11日（月）・13日（水）・15日（金）
午前９時～正午、午後１時15分～５時
　�６月12日（火）・14日（木）午前９時～
正午、午後１時15分～８時

■受付場所＝
町役場４階第２会議室
■準備するもの＝
児童手当法の支給要件に「生計を維
持する所得の高い者」とあるため、平
成30年度（29年中）所得の状況によって
は、受給者が変更になる場合がありま
す。その際は、新受給者の保険証と預金
通帳のコピーが必要になります。

【全員が必要なもの】
①児童手当・特例給付現況届
②印かん（認め印可、スタンプ式不可）
③受給者の健康保険証のコピー
※�「受給者」とは、父または母のう
ち所得が高い人となります。子ど
もの保険証では手続きできません。
保険証で確認できないときは「年
金加入証明書」が必要です。

【世帯の状況で必要となる書類】
ア�児童と別居していて、６月１日現
在で児童の住民票が本町にない人

⇒児童の世帯全員の住民票とう本
　（省略なし）
※�本籍・続柄・マイナンバーが載って
いるもの

※�５月31日以前に取得したものでは、
受け付けができません。

※�別居監護申立書が必要ですので、

受付時に申し出てください。
イ�配偶者と別居していて、６月１日現
在で配偶者の住民票が本町にない人

　⇒配偶者の個人番号が分かるもの
ウ日本に住民登録が無い父または母
　⇒�海外在住であることが分かる書

類（例：ビザなど）
■お問い合わせ＝
　福祉課 児童福祉係

☎52－9060

　手話を必要とする聴覚障害者のコ
ミュニケーションを支援するため、日
常会話程度の手話技術を習得すること
ができる手話奉仕員の養成講座を行い
ます。
参加を希望する人は、申し込みをお
願いします。また、見学は随時行ってい
ます。
■講座内容＝
・�入門課程…これまで手話を学んだこ
とがなく、簡単なあいさつや自己紹
介など手話の基礎知識を学びたいと
考えている人向けの講座です。
・�基礎課程…基礎課程は、入門課程を修
了した人向けの講座です。
■開催日＝毎週火曜日（年間41回程度）
■開催時間＝午前10時～正午
■場所＝
　町総合福祉センター「元気の杜」
■費用＝入門課程…年間6,000円（テキ
スト代含む）、基礎課程…年間2,200円
■対象者＝高校生以上で聴覚障害者福
祉に関心のある人
■募集期間＝６月末まで
■申し込み・お問い合わせ＝
　福祉課 社会福祉係
　☎52－9061

みやざき骨髄バンク推進連絡協議会
が主催する医療講演会が開催されます。
講演内容は、白血病などの血液の病気
についてです。
白血病が不治の病から治る病気に
なってきたのは、医療の進歩と、治療に

取り組む医療スタッフの熱意によるも
のです。年間百数十例の造血幹細胞移
植に臨む医師による、血液の病気につ
いての貴重な講演です。
また、成人Ｔ細胞白血病の元患者に
よる体験談も聴くことができます。
■基調講演＝「造血細胞移植を考える」
■ 講師＝虎の門病院副院長・血液内科
部長�谷口�修一さん
■ 日時＝６月23日(土)午後２時～午後
４時（開場：１時30分）
■ 会場＝都城ウェルネス交流プラザ　

茶霧茶霧ギャラリー
■参加費＝無料（定員100人）
※事前の申し込みが必要です。
■ 申し込み方法＝名前・参加人数・連絡
先を明記して、ファクスでお申し込
みください。
　�ファクス：38－0482（みやざき骨髄

バンク推進連絡協議会）
※�町では、平成28年４月１日から町内
に住む骨髄などの提供者（ドナー）と
ドナーが勤務している事業所を対象
に、多くの骨髄または末梢血管細胞
移植の実現とドナー登録者の増加を
図るために奨励金交付事業を実施し
ています。
■お問い合わせ＝

みやざき骨髄バンク推進連絡協議会
☎090－8229－0880

■寄付者一覧
平成30年４月１日から４月30日まで
社会福祉法人三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

町女性団体連絡協議会には、現在５
団体が加盟しており、男女共同参画社
会、明るく豊かな地域づくりを目指し
て活動しています。町内に住んでいる
女性の皆さん、女性同士で情報交換を
するなど、楽しく交流活動をしません
か？団体でも個人でも大歓迎です。加
入は随時受け付けています。
■お問い合わせ＝
　教育課 生涯学習係

☎52－9311

放送大学は、今年度の10月入学生を
募集しています。10代から90代の幅広
い世代から、約９万人の学生が、「大学
を卒業したい」「学びを楽しみたい」な
ど、さまざまな目的で学んでいます。心
理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自
然科学など、約300の幅広い授業科目が
あり、1科目から学ぶことができます。
■出願期間＝
第1回…６月15日（金）～８月31日（金）
第2回…９月１日（土）～９月20日（木）
■資料請求・お問い合わせ=

放送大学宮崎学習センター
☎0982－53－1893
放送大学の公式サイト
http://www.ouj.ac.jp

町物産館「よかもんや」で開催さ
れていた『しゅしゅぽぽマーケット』
がグレードアップし、『MIMATA�
M
マ ー ケ ッ ト

ARKET』として２日間にわたり開
催されます。
【線路沿いのお店で“世界にひとつだ
け”を見つけよう！】をテーマに、町内
外の作家さんによるハンドメイド雑貨
やこだわりの雑貨が多数集まります。
雑貨の他に、飲食店なども出店予定
です。地採れの新鮮な野菜を中心に県

内の特産品などを多数取り揃えていま
すので、ぜひお越しください。
■�日時＝６月16日（土）・17日（日）午

前10時～午後３時
■場所＝町物産館「よかもんや」
■お問い合わせ＝
　町物産館「よかもんや」

☎51－3131

陶器、布、木工、ガラス、金属、革、竹、
藁の工芸品が、町内はもとより九州各
地から三股町に大集合する展示販売会
を開催します。工芸品に興味のある人、
プレゼントを探している人は、ぜひご
覧ください。世界で一つしかない手作
り品は、父の日のプレゼントにもおす
すめです。
■開催期間＝
６月15日（金）～ 17日（日）
■�開催時間＝６月15日（金）・16日（土）
午前９時～午後６時、６月17日（日）
午前９時～午後４時
■開催場所＝町武道体育館
※�駐車場が少ないため、コミュニティー
バス「くいまーる」をご利用ください。
■お問い合わせ＝
　 みまたモノづくりフェア実行委員会

事務局（企画商工課商工観光係）
☎52－9085

農地の売買（相手方が決まっていて、
売買金額が双方合意している場合の
み）で一定の要件に当たる人は、公益社
団法人宮崎県農業振興公社（以下、公
社）が行う農地売買事業をご活用くだ
さい。

【出し手（売り手）のメリット】
①�公社という公的機関が介在するので、
安心して農地を売買できます。
②�農業委員会のあっせんから、約１カ
月～１カ月半後には指定の金融機関
に、農地買い入れ代金が確実に支払

われます。また、支払いが確実なので
個人間のトラブルがありません。
③�農地を売った場合、譲渡所得（800万
円控除）の特別控除を受けることが
できます。
④�登録免許税など所有権移転登記に係
る費用は、公社で負担します。
⑤�書類作成などは、農業委員会と機構
が行います。

【受け手（買い手）のメリット】
①�農地売買事業の、「一時貸し付けタイ
プ（最長５年）」や「分割払いタイプ
（最長10年）」を活用することで、計
画的に農地の取得資金の準備ができ
ます。
②�農地売買事業の、「即売りタイプ」を
活用すると、売り渡しのときに必要
な諸経費や登記費用の支出が無いの
で、買い入れ金以外の支出がありま
せん（登記事務は公社で行います）。
③�公社から農地を取得した場合、不動
産取得税の減額措置があります。

【受け手（買い手）の要件など】
①�受け手農家の要件は、認定農業者・基
本構想水準到達農業者・中心経営体
（三股町人・農地プランで位置づけ）
などであること。
②�受け手の農家は、現に耕作している
農用地など（農作業受委託農用地な
どを含む）と併せて、売買予定農地か
ら半径500メートルの範囲以内に、おおむね
0.5ヘクタール以上の団地を形成すること。
※�詳しくは、農業委員会事務局にお問
い合わせください。
■お問い合わせ＝

町農業委員会事務局☎52－9087

今年の５月分以前から本町で児童手
当を受けていた人は、引き続き児童手
当を受ける要件を満たしているかを確
認するため、６月に「児童手当・特例給
付現況届」を提出する必要があります。
この現況届を提出しない場合、受給資
格があっても６月以降の児童手当を受
けることができませんので、期日まで
に必ず手続きをしてください。混雑が

お知らせ Mimata Information

放送大学の入学生を
募集します

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

西村　浩
こう

二
じ

父 良
よし

成
なり

86 餅原 ３万円

野瀬　幸
ゆき

子
こ

夫 明
あき

博
ひろ

 79 下新 ３万円

白
しら

川
かわ

　勝美 子 こずえ 36 上新 ３万円

川
かわ

添
ぞえ

　純
すみ

安
やす

妻 タミ 86 上新 ３万円

去
さる

川
かわ

　泰
やす

子
こ

母 瀬ノ口サキ 94 上新 ５万円

榎
えのき

田
だ

都
つ

喜
き

子
こ

夫 秀
ひで

生
お

95 梶山 10万円

永
なが

吉
よし

　丸
まる

男
お

義母 大坪サチエ 95 蓼池 ３万円

野瀬　康
やす

典
のり

母 志保子 67 仲町 ５万円  

千
ち

代
よ

森
もり

佐
さ

洋
よ

子
こ

夫 光
みつ

雄
お

64 東植木 ３万円

松山カトリ 夫 斌
よし

男
お

93 大野 ２万円

町 女性団体連絡協議会への加
入団体・個人を募集します

生 活雑貨とフードイベント
『MIMATA MARKET』
が開催されます

またモノづくりフェア
2018 ～つくりびとの
カタチ～』を開催します

｢み

農業振興公社で行う農
地売買事業を活用し
てみませんか？

児 童手当・特例給付現況
届を提出してください

医 療講演会を開催します

愛のご寄付

手 話奉仕員養成講座の
受講生を募集します
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481
●赤ちゃん健診・相談
■期日＝７月５日（木）受付：午後１時～１時30分
■対象者＝
　・健診＝平成29年６月、12月、平成30年４月生まれ
　・相談＝平成29年８月、10月、平成30年２月生まれ
■�準備するもの＝母子健康手帳（おっぱい相談希望者は、
タオル３枚程度をお持ちください）
※�子どもの月齢に応じて医師の診察を行います。栄養相
談やおっぱい相談も実施しますので、ぜひご利用くだ
さい。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52-8101
●開放日が変更になりました
子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」
の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護
者です（保護者同伴が原則）。開放日が、月曜～木曜の午前
９時～正午、午後１時～３時に変更になりました。開放日
に合わせて、楽しい行事や教室を行っています。詳しくは、
町社会福祉協議会の公式サイトでもお知らせしています。
●友達つくろう！一緒にあそぼう！
子育て中のママたちのサークル「いもん子クラブ」と手
遊びや製作などを通して触れ合いましょう。
■期日＝６月21日（木）午前10時30分～ 11時
●親子ふれあいコンサート
笑顔を運ぶ音楽団「小さな音楽会」の、生の歌と演奏で
楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝６月26日（火）午前10時～ 11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室
●ウルトラマン教室
子育ての悩み、発達の不安があれば気軽に話してみませ
んか？「小さな集団遊び」と「ひかり園の先生を交えてお
母さんの座談会」を行います。申し込みは不要です。
■期日＝７月４日（水）午前10時～ 11時30分
■講師＝ひかり園の先生
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室と子育
て支援センター
●おはなし会
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による
読み聞かせを行います。

■期日＝７月５日（木）午前10時30分～ 11時
●親子教室（ふれあいあそび）
親子でリズム体操など、遊びを通して楽しくふれあうほ
か、絵本の読み聞かせやパネルシアターも行います。

■期日＝７月９日（月）午前10時30分開始
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■講師＝工藤�純代さん、日高�由起さん（保育士）
■主催＝宮日母子福祉事業団
■申し込み先＝子育て支援センター　☎52−8101
●英語であそぼう
親子で外国語指導助手の先生と一緒に英語に慣れ親しみ
ながら、楽しい時間を過ごしましょう。
■�期日＝毎週水曜日（７月11日は休み）午後１時30分～
２時30分

■講師＝ライト・デレック先生、リプリー・カラリー先生

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51−5688
当センターは、近所で助け合う子育てを組織化したもの

です。”依頼者は信頼・安心して預け、提供者は大切にかわ
いがって預かってくれる”そんな、お互いにとって優しさ
や喜びが響き合うことを大切にした活動を行っています。
・子育ての手助けをしてほしい人→おねがい（依頼）会員
・子育ての援助をしたい人→まかせて（提供）会員
●�短距離の送迎・短時間託児など、困っているお母さんや

お父さんのお手伝いをしてみませんか？
　「まかせて（提供）会員＝子育ての援助をしたい人」の養
成講習会を行います。預かる子どもの年齢・時間・援助内
容は選ぶことができます。講習会で基本的な知識を身に付
けてから援助開始となります。実際の活動は講習後に決め
ることができます。

■ 期日＝７月11日（水）午前８時40分～午後３時30分（午
前８時30分受付開始）、７月12日（木）午前８時50分～
11時※２日間受講できる人
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■�内容＝保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄養士、保
育士による保育の講習
※翌日、救急法を1時間受講する必要があります。
※短時間に分けた受講や、託児希望者はご相談ください。
■申し込み・問い合わせ＝
　�ファミリー・サポート・センターたんぽぽ事務所（町
総合福祉センター内）☎51−5688　※時間外の場合は
留守電話に名前・電話番号を残してください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481
●平成30年度のがん検診が始まります!
次の①～③に該当する人は検診費用が無料になります。
①75歳以上の人（検診当日に保険証の提示が必要）
②�生活保護世帯の人（福祉課で費用免除の証明書の交付
を受け、検診当日にお持ちください）
③�無料クーポン券対象の人（クーポン券と保険証を検診
当日にお持ちください）

【集団検診】
肺がん検診（レントゲン検査）
■対象者＝40歳以上（生年月日が昭和54年４月１日以前）
■検査内容＝胸部Ｘ線撮影（レントゲン撮影）
■ 日程＝６月18日（月）～９月28日（金）、８月26日（日）、
10月28日（日）、11月18日（日）※特定健診と同時実施
です。
■  個人負担料金＝無料（費用1,949円全額を町が負担）

大腸がん検診
■対象者＝40歳以上（生年月日が昭和54年4月1日以前）
■検査内容＝便潜血検査2日法
■ 便提出期間＝６月18日（月）～９月28日（金）、8月26
日（日）、９月30日（日）、11月18日（日）に回収します。
※特定健診と同時実施です。
■個人負担料金＝500円（費用全額1,771円のうち）

■ その他＝対象者には、地区での受診日が早い順に受診
票を発送します。以前辞退した人には受診票は発送し
ません。受診希望者は、町健康管理センターにご連絡
ください。

乳がん検診
■ 対象者＝40歳以上（生年月日が昭和53年12月31日以前）
で、和暦で奇数年の人

■検査内容＝マンモグラフィ、超音波検査
■個人負担料金＝2,300円(費用全額7,722円のうち)
■�日程＝10月23日（火）・24日（水）、平成31年２月５日（火）・
６日（水）

胃がん検診（バリウム検査）
■対象者＝40歳以上（生年月日が昭和54年４月１日以前）
■検査内容＝胃部Ｘ線撮影
■日程＝10月２日（火）・３日（水）・４日（木）
■個人負担料金＝1,400円（費用全額4,774円のうち）
※�問診票は予約を受けてから郵送します。受診を希望する
人は町健康管理センターへ電話でお申し込みください。

子宮がん検診
■ 対象者＝20歳以上（生年月日が平成11年４月１日以前）
で、和暦で奇数年の人

■検査内容＝子宮頚部の細胞診検査
■日程＝11月６日（火）・７日（水）
■個人負担料金＝1,400円（費用全額4,644円のうち）

【個別検診】
■受診期間＝平成31年２月28日（木）まで
■ 実施医療機関＝一覧表が役場１階ロビーまたは町健康管
理センターに置いてあります。
※�医療機関に予約をしてから受診してください。
胃がん検診（バリウム検査）

■対象者＝40歳以上（生年月日が昭和54年４月１日以前）
■検査内容＝胃部Ｘ線撮影
■個人負担料金＝3,800円（費用全額12,566円のうち）
子宮がん検診
■ 対象者＝20歳以上（生年月日が平成11年４月１日以前）
で、和暦で奇数年の人

■�検査内容＝子宮頚部の細胞診検査�※子宮体部は頚部
検診受診者で必要がある人

■ 個人負担料金＝2,200円(費用全額7,414円のうち)
乳がん検診
■�対象者＝40歳以上（生年月日が昭和53年12月31日以前）
で、和暦で奇数年の人

■検査内容＝マンモグラフィのみ
■ 個人負担料金＝2,700円(費用全額9,115円のうち)
胃がんリスク検診
■ 対象者＝平成30年３月31日時点で、40・45・50・55・
60・65・70歳の年齢に達する人

■�検査内容＝血液検査（ピロリ菌抗体、血清ペプシノゲ
ン値測定）

■個人負担金＝1,900円（費用全額6,334円のうち）
※�胃がんリスク検診は、胃がんのリスクがある人を早期
に発見し、将来の胃がん発生予防につなげるものです。
対象者は、胃がん検診か胃がんリスク検診のどちらか
一方のみ受けることができます。対象者には案内を送
付します。

●６月４日～６月10日は「歯と口の健康週間」です
口の健康は、全身の健康に影響します。口の中で増えた

細菌が血液によって全身に回り、脳卒中、心臓病、糖尿病、
誤嚥性肺炎、早産などの危険性を高めることがあります。
歯がしみる、歯がぐらついている、口臭がする、口が渇く、
固い食べ物が噛みにくくなった、出血する部分があるなど
の異常はありませんか？　口の健康が損なわれている可能
性がありますので、歯科健診で異常の早期発見・治療に努
めましょう。

地域包括支援センターからのお知らせ
●三股町地域包括支援センター　☎52−8634
●災害時要支援者調査を実施しています
災害が発生したときに、自力で避難することが困難な人
などが、円滑に地域などの支援を受けることができるよう
に、個別に避難支援プランを作成しています。また、避難
支援の必要な人を把握するために訪問調査をしています。

■対象者＝
　�65歳以上の一人暮らしで支援が必要な人、75歳以上の
みの世帯で支援が必要な人、要介護３〜５の認定を受け
ている人、身体の障害（１級または２級）がある人、視覚
障害・聴覚障害がある人、療育手帳を持っている人、精
神障害者保健福祉手帳を持っている人、その他支援が必
要と思われる人
民生委員、町地域包括支援センター職員や障害者基幹相
談センター職員が個人宅を訪問し、調査を行いますので調
査の協力をよろしくお願いします。

●足もと元気教室
■日程＝６月15日～７月14日までの分

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

■�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※6月1日～ 14日の日程は『広報みまた』先月号をご参照ください。

地区名 時　間 場　所 期　日

第1地区 午前9時30分～ 11時 第 1 地 区 分 館 ６月15日（金）
７月６日（金）

第2地区 午後1時30分～ 3時 2地区交流プラザ ７月５日（木）

第3地区 午後1時30分～ 3時 第 3 地 区 分 館 ７月12日（木）

第4地区 午前9時30分～ 11時 第 4 地 区 分 館 ６月20日（水）

第5地区 午後1時30分～ 3時 轟 木 集 落 館 ６月21日（木）

蓼　池 午前9時30分～ 11時 蓼 池 児 童 館 ６月21日（木）
７月５日（木）

餅　原 午前9時30分～ 11時 餅原営農研修館 ６月18日（月）

三　原 午後1時30分～ 3時 三原
コミュニティセンター ６月20日（水）

花見原 午前9時30分～ 11時 花見原
コミュニティセンター ７月４日（水）

中　原 午前9時30分～ 11時 中原　　　　　
コミュニティセンター

６月27日（水）
７月11日（水）

今　市 午前9時30分～ 11時 今 市 児 童 館 ７月２日（月）

第8地区 午前9時30分～ 11時 第 8 地 区 分 館 ６月22日（金）

第9地区 午後1時30分～ 3時 第 9 地 区 分 館 ６月27日（水）
７月11日（水）

広報みまた 2018.615 14PublicRelations



※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
平成30年６月４日（月）～７月21日（土）

みまたくらしのカレンダー

７月２日（月）は納期限です
�納期限内に納付しましょう。
●町県民税（第1期）
口座振替日は6月25日（月）です。また、再振替日は7月10日

（火）に行います。振替日の前日までに預貯金口座の残高確認
をお願いします。口座の解約などで振替ができなかった場合
は、「口座振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記載
されている納付場所で早めに納めてください。
■お問い合わせ＝納税管理係☎52-9635

土地・建物の名義人が死亡したときは「相
続人代表者指定届」が必要です
土地・建物の名義人がすでに死亡し、「相続の手続きを行っ
ていない」、または「納付書などが死亡した人の名前で届いて
いる」場合は、相続人代表者の届け出が必要です。届け出をし
ていない場合は、納付書などを送付できないこともあります
ので、必ず届け出をしてください。

町外に住む納税義務者は「納税管理人」の
設定を行ってください
　固定資産税の納税義務者が町外に住んでいるなど、納税に
支障がある場合、「納税管理人」を定める必要があります。納
税管理人とは、納税通知書などの受領や税額の納付など、納
税に関わる事務を管理する人のことです。納税管理人を定め
ることで、納税義務者を変更することなく納税通知書などを
納税管理人に送付することができます。該当する人は町内に
住所や事業所をもつ人を選任して、税務財政課資産税係に申
告してください。

建物を壊したときは連絡をください
　建物を取り壊した人、または年内に壊す予定の人は、税務
財政課資産税係まで連絡をください。専用住宅を壊すと、土
地の住宅用地の特例が無くなるため、税額が以前より増える
場合もありますので、壊す前に確認をしてください。
■お問い合わせ＝資産税係☎52-9636

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第４位／平成30年３月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位
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「
原
因
」
と「
結
果
」
②

亡
く
な
ら
れ
た
友
人
の
奥
さ
ま
は
、
私
の

弔
問
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、そ
し
て
、気

丈
に
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
そ
ば
で

は
、幼
い
息
子
が
無
邪
気
に
遊
ん
で
い
る
姿
が

目
に
と
ま
り
、
友
人
が
何
よ
り
も
大
切
に
し

て
い
た
家
族
が
、理
不
尽
に
与
え
ら
れ
た
不
安

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
、私
の
心
に
痛
い
ほ
ど

伝
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。最
愛
の
人
た
ち
を
残

し
て
亡
く
な
ら
れ
た
友
人
の
無
念
、
間
違
い

な
く
不
幸
の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
家

族
の
悲
劇
、そ
し
て
、元
凶
で
あ
る
私
と
対
面

し
気
丈
に
対
応
さ
れ
た
奥
さ
ま
の
怒
り
。全

て
に
お
い
て
、例
え
よ
う
の
な
い
深
い
悲
し
み

が
私
を
支
配
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
後
、
事

故
は
裁
判
に
移
行
し
、
出
さ
れ
た
判
決
は
懲

役
１
年
８
カ
月
で
し
た
。遺
族
宛
て
に
、
無
責

任
で
身
勝
手
な
己
を
矯
正
す
る
た
め
に
服
役

し
て
き
ま
す
と
い
う
内
容
の
手
紙
を
郵
送
し

て
、私
は
市
原
刑
務
所
に
入
所
し
ま
し
た
。受

刑
生
活
で
は
法
律
や
規
則
を
守
る
と
い
う
、人

と
し
て
当
た
り
前
の
遵
法
精
神
を
学
ん
で
い

ま
す
。そ
の
よ
う
な
最
中
、
私
の
母
が
持
病
を

悪
化
さ
せ
、
刑
務
所
暮
ら
し
を
す
る
息
子
の

出
所
を
待
つ
こ
と
な
く
、失
意
の
う
ち
に
亡
く

な
り
ま
し
た
。定
期
的
に
面
会
に
来
所
し
て
く

れ
る
父
の
表
情
が
、日
に
日
に
暗
く
な
っ
て
い

く
さ
ま
は
、私
の
事
件
が
も
た
ら
し
た
影
響
の

大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。私
は
遺
族
を
路

頭
に
迷
わ
せ
た
だ
け
で
な
く
、自
分
の
家
族
に

ま
で
迷
走
す
る
こ
と
を
押
し
付
け
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。私
が
結
果
と
し
て
起
こ
し
た
事
件

は
、
私
自
身
が
創
り
出
し
た
原
因
に
よ
る
も

の
で
す
。運
転
免
許
を
失
効
さ
せ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、日
々
の
忙
し
さ
と
い
う
自
分
に
都
合
の

よ
い
身
勝
手
な
考
え
方
で
、免
許
の
再
取
得
を

せ
ず
、取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
を
招
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。私
の
責
任
で
起
こ
し
た
事
件

は
、元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。亡
く
な
ら
れ
た
友

人
の
命
が
蘇
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。遺
族
の

生
活
が
元
通
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、私
は
生
涯
を
か
け
て
、亡
く
な
ら

れ
た
友
人
の
供
養
に
努
め
、遺
族
に
精
一
杯
の

謝
罪
を
続
け
、今
の
気
持
ち
を
一
生
忘
れ
な
い

よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。全
て

の
結
果
に
は
必
ず
原
因
が
存
在
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
私
は「
償
い
」
と
い
う
結
果
を
追
い
続

け
、「
行
動
」と
い
う
原
因
を
日
々
追
求
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私
は
、目
の
前
に

あ
る
現
実
を
正
面
か
ら
見
据
え
て
、「
私
た
ち

が
人
生
の
中
で
体
験
す
る
こ
と
は
、そ
の
全
て

が
自
分
の
思
い
に
起
因
し
て
お
り
、よ
っ
て
私

た
ち
は
自
分
の
思
い
を
改
善
す
る
こ
と
で
未

来
を
改
善
で
き
る
」と
い
う
信
念
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。遺
族
と
私
の
家
族

の
未
来
に
、明
る
い
光
が
差
し
込
む
こ
と
を
願

い
な
が
ら
。

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

１ 日

◎城南病院（小・内） ☎23-2844（大王町）

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）

◎瀬ノ口内科放射線科医院（内） ☎25-7780（都原町）

◎たかお浜田医院（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎橘病院（整） ☎23-7236（中　町）

◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

2 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
3 火 ◦可燃物
4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎ＭＫクリニック（小） ☎51-6777（早鈴町）

◎酒井皮膚科医院（皮） ☎25-5322（北原町）

◎いそいち産婦人科医院（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

9 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
10 火 ◦可燃物
11 水

12 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
13 金 ◦可燃物
14 土

15 日

◎早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） ☎36-6117（早水町）

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎メディカルシティ東部病院（外・整） ☎22-2240（立野町）

◎なかむら整形外科クリニック（整） ☎36-5333（江平町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

16 月

◎畠中小児科医院（小） ☎52-6000（三股町）

◎藤元総合病院（内） ☎22-1717（早鈴町）

◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）

◎都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） ☎80-4313（下川東）

◎速見泌尿器科医院（泌）☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎たき心療内科クリニック（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
17 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
18 水 ◦図書館休館日
19 木 ◦缶・瓶
20 金 ◦可燃物
21 土

4 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
5 火 ◦可燃物
6 水

7 木

8 金 ◦可燃物
9 土

10 日

◎久保原田中医院（内・小） ☎22-7700（久保原町）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） ☎51-1122（三股町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

11 月 ◦図書館休館日
12 火

13 水

14 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
15 金 ◦可燃物
16 土

17 日

◎原田医院（内・小・外） ☎26-3330（郡元町）

◎田口循環器科・内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎みしま内科クリニック（内・循） ☎51-8100（三股町）

◎仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛） ☎25-7712（志比田町）

◎小牧病院（整） ☎24-1212（立野町）

◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

18 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
19 火 ◦可燃物
20 水 ◦図書館休館日
21 木 ◦缶・瓶 ◦図書館休館日
22 金 ◦可燃物 ◦図書館休館日
23 土 ◦図書館休館日

24 日

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎伊達クリニック（内・循） ☎36-7088（牟田町）

◎宇宿医院（内・胃・消） ☎25-9031（栄　町）

◎柳田病院（脳・外） ☎22-4862（東　町）

◎池之上整形外科（整・リハ・リウ） ☎23-2311（上川東）

◎すみ産婦人科医院（産・婦）☎23-1152（東　町）

◦図書館休館日
25 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
26 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
27 水 ◦図書館休館日
28 木 ◦不燃物 ◦図書館休館日
29 金 ◦可燃物
30 土

◎６月の予定

（
全
２
回
）

◎ 今月の表紙

『引き継がれるもの』

上米の棒踊り

毎年４月29日に開催される早馬まつ
りでの一こま。早馬神社境内ではさま
ざまな郷土芸能が奉納されます。奉納
後、各地区に繰り出し踊りを披露する

「庭戻し」に出発。江戸時代から続くと
いわれる長い伝統を、親から子へ、子
から孫へと地域が一つになって受け継
ぐ姿は、まちの誇りです。

◎７月の予定

広報みまた 2018.617 16PublicRelations



毎
年
６
月
の
第
３
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
た

雑
貨
イ
ベ
ン
ト『
し
ゅ
し
ゅ
ぽ
ぽ
マ
ー
ケ
ッ
ト
』

は
、
よ
り
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に『M
IM

A
T

A
 M

A
RK

ET

（
ミ
マ
タ
マ
ー
ケ

ッ
ト
）』
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。今
年
は
、
６

月
16
日
・
17
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま

す
。「
よ
か
も
ん
や
」
の
軒
下
と
、
店
内
奥
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
室
で
、「
よ
か
も
ん
や
」
ス
タ
ッ

フ
お
す
す
め
の『
い
つ
も
の
暮
ら
し
が
ち
ょ
っ

と
楽
し
く
な
る
よ
う
な
生
活
雑
貨
』、
ス
イ
ー

ツ
や
パ
ン
、
ド
リ
ン
ク
な
ど
と
い
っ
た
魅
力
的

な
お
店
が
出
店
し
ま
す
。同
時
期
開
催
の『
み

ま
た
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ア
２
０
１
８
』
と
の
関

連
企
画
で
あ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
会
場
の
一
つ

に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
毎
回
町
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い

内
容
を
充
実
さ
せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

■
茶
じ
ょ
け

広
報
み
ま
た
の
平
成
29
年

３
月
号
が
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
組
み
写
真
部
門
で
入

選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
選
し

た
組
み
写
真
は
見
開
き
２
㌻
に

冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
第
２
回

み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま

ら
そ
ん
」
を
特
集
。
そ
こ
に
写

る
の
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装
で

ポ
ー
ズ
を
取
る
参
加
者
や
、
歯

を
食
い
し
ば
っ
て
走
る
選
手
の

姿
。
そ
し
て
地
域
住
民
に
よ
る

心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
や

沿
道
で
応
援
す
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
で
す
。
こ
の
大
会
の
楽

し
さ
や
住
民
の
心
の
温
か
さ

が
伝
わ
っ
た
こ
と
が
受
賞
に

つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か

◦男／11,750人◦女／13,591人◦計／25,341人（前月比－49人）
◦世帯数／10,161戸（－1戸）◦出生／25人◦死亡／19人
◦転入／148人◦転出／203人

三股町の人口 平成30年５月１日現在

発行・編集／三股町  総務課
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と
思
い
ま
す
。
撮
影
は
前
任
の

担
当
者
と
協
力
職
員
３
人
で

担
当
。
前
任
者
は「
大
会
に
関

わ
っ
た
全
て
の
人
の
力
で
取

れ
た
賞
」
と
話
し
ま
す
。
撮
影

チ
ー
ム
で「
選
手
の
笑
顔
や
町

全
体
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い

る
様
子
を
伝
え
た
い
」
と
い
う

思
い
を
共
有
し
、
撮
影
前
か
ら

選
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
自
然
な
笑
顔
を
引
き

出
す
こ
と
を
心
掛
け
た
こ
と
。

そ
の
思
い
が
形
と
な
り
、
多
方

面
か
ら
祝
福
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
愛
さ

れ
る
広
報
紙
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
思
い
を
引
き
継
い
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。<

セ>

児

島

順

子

子
の
成
長
願
い
て
立
て
た
幟

の
ぼ
り

旗ば
た

キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
が
キ
ラ
キ
ラ
は
た
め
く

懐
か
し
き
維い

　
し
ん新

の
ふ
る
さ
と
鹿
児
島
へ
西せ

　
ご郷

ど
ん
ブ
ー
ム
で
賑
わ
い
て
お
り

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
鯉
の
ぼ
り
と
一
緒
に
立
て
ら
れ
た
幟
に
、
家
紋
と
、
今
流
行
し
て
い
る

読
む
の
が
難
し
い
名
前
が
染
め
ら
れ
て
、
未
来
に
向
か
っ
て
輝
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

26
年
ほ
ど
住
ん
で
い
た
鹿
児
島
へ
、
久
し
ぶ
り
に
出
か
け
ま
し
た
。今

年
は
明
治
維
新
１
５
０
年
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
西
郷
ど
ん
ブ
ー

ム
に
乗
っ
て
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

232

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
110

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
ゼ
ロ
か
ら
飛
び
込
ん
だ
職
人
へ
の
道

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

自
ら
の
手
で
作
り
出
す
喜
び

静
岡
か
ら
移
住
し
、
蓼
池
地
区
に
作

業
場
を
構
え
る
「
松
﨑
刃
物
製
作

所
」
で
働
く
関
さ
ん
。時
間
に
追
わ
れ
る

生
活
に
疲
れ
、
将
来
を
模
索
し
て
い
た
と

き
に
東
京
の
工
芸
展
で
松
﨑
刃
物
と
出

合
っ
た
。ブ
ー
ス
に
人
が
集
ま
り
次
々
に

刃
物
を
購
入
し
て
い
く
の
を
見
て
興
味
を

持
ち
、
す
ぐ
に
作
業
場
を
訪
問
。今
な
お

手
打
ち
に
こ
だ
わ
る
、
県
伝
統
工
芸
士
・

松
﨑
英
雄
さ
ん
の
刃
物
へ
の
熱
い
思
い
に

魅
了
さ
れ
、
会
社
を
退
職
し
て
弟
子
入
り

を
決
意
。「
体
が
覚
え
る
ま
で
、
と
に
か
く

経
験
を
積
む
こ
と
。道
具
に
触
れ
る
ほ
ど

良
く
な
る
」と
い
う
師
匠
の
言
葉
を
胸
に
、

鍛
錬
を
重
ね
た
。初
め
て
自
分
の
手
で
製

作
し
た
『
草
取
り
刃
』
を
実
家
に
贈
る
と

「
よ
く
切
れ
る
、
あ
り
が
と
う
」
と
連
絡
を

受
け
、
喜
び
を
か
み
し
め
た
。「
使
い
続
け

て
い
る
と
い
う
言
葉
が
う
れ
し
い
。全
国

で
待
つ
人
た
ち
に
、
よ
り
満
足
し
て
も
ら

え
る
刃
物
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す

ま
な
ざ
し
の
奥
に
、松
﨑
刃
物
の
信
頼
と
、

作
り
手
が
見
え
る
刃
物
職
人
の
姿
を
未
来

に
受
け
継
ぐ
強
い
意
志
が
み
え
る
。

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

http://mimatan.com

桒

畑

洋

子

★

★

松ま
つ

尾お 

沙さ

耶や

ち
ゃ
ん

冨と
み

田た 

彩あ
や

芽め

ち
ゃ
ん

◎
平
成
29
年
10
月
22
日
生
ま
れ（
０
歳
）

◎
松
尾
優
也
さ
ん
・
さ
お
り
さ
ん
の
二
女

◎
平
成
29
年
３
月
21
日
生
ま
れ（
１
歳
）

◎
冨
田
祐
市
さ
ん
・
美
輝
さ
ん
の
二
女

第
68
回

蓼
池
在
住 

関せ
き 

紘こ
う

太た

郎ろ
う（

35
）さ
ん

梅雨も
カエルどんや
草花たちには
うれしい季節
じゃのう♪

■
期
日
＝
６
月
24
日（
日
）
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
に
家
族
み
ん
な
癒
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
♪

歩
く
の
が
大
好
き
な
彩
芽
ち
ゃ
ん
♪
い
っ
ぱ

い
お
外
遊
び
し
よ
う
ね
！
た
く
さ
ん
食
べ

て
、
大
き
く
な
ぁ
れ
！

ま
す
。イ
ベ
ン
ト
の
出
店
者
な
ど
の
情
報
は
、

「
よ
か
も
ん
や
」
店
頭
や
公
式
サ
イ
ト
な
ど
で

ご
案
内
し
ま
す
。

●M
IM

ATA M
ARKET

６
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）
と
も
に
午
前

10
時
～
午
後
３
時

全て手打ちの松﨑刃物は一つとして同じものがない。
感覚を研ぎ澄ませ、繊細な作業を体に覚え込ませていく

Facebook＝＠mimata.yokamonya
Instagram＝＠yokamonya
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◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

�◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

�◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


